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２００４年１２月の地震活動の評価 
 
 
１．主な地震活動 

12 月 14 日に留萌支庁南部の深さ約 10km でマグニチュード(M)6.1 の地震が発生した。

この地震により最大震度５強を観測し、被害が発生した。 
 
２．各地方別の地震活動 
（１）北海道地方 
○  11 月 29 日に釧路沖で発生した地震（M7.1）の余震活動は、順調に減衰している。こ

れまでの最大の余震は 12 月６日の M6.9（最大震度５強）である。また 22 日には余震

域の東端で M5.7 の余震が発生した。GPS 観測結果によると、今回の活動に伴い北海道

東部でわずかな余効変動が観測された。 

○  12 月 14 日に留萌支庁南部の深さ約 10 ㎞で M6.1 の地震が発生し、北海道で最大震度

５強を観測した。発震機構は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、地殻内

の浅い地震と考えられる。地震活動は本震－余震型で推移し、順調に減衰している。

GPS 観測結果によると、今回の地震に伴い小平観測点［北海道留萌郡小平町（るもいぐ

んおびらちょう）］が北西へ約５cm 移動し、約３cm 隆起するなど震央付近で地殻変動

が観測された。これらの観測結果は、本震の発震機構と調和的である。 

 

（２）東北地方 
○  12 月１日に宮城県北部の深さ約 75km で M4.2 の地震が発生した。また、12 月 30 日

には M5.0 の地震が発生した。発震機構は、いずれも太平洋プレートの沈み込む方向に

圧力軸を持つ型で、太平洋プレート内部の地震と考えられる。 

○  12 月 29 日に宮城県沖の深さ約 40km で M5.5 の地震が発生した。発震機構は西北西－

東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレートと陸のプレートの境界で発生

した地震である。 

                  
（３）関東・中部地方 

○  10 月 23 日の新潟県中越地震（平成 16 年（2004 年）新潟県中越地震）の余震活動は、

引き続き減衰傾向にある。12 月中の最大の余震は 12 月 28 日の M5.0 の地震（最大震度

５弱）で、本震の東側の余震域内で発生した。 

 

（４）近畿・中国・四国地方 
○  12 月１日に京都府南部の深さ約 15km で M4.0 の地震が発生した。 

 

（５）九州・沖縄地方 

○  12月 12日から鹿児島県西方沖の浅いところで地震活動が始まり、12月 12日にM5.1、

14 日に M5.3 の地震が発生した。発震機構は概ね北西－南東方向に張力軸を持つ型であ

る。15 日以降、地震活動は次第に低下してきており、活動はほぼ収まりつつある。 

 
 

平成１７年１月１２日 

地震調査研究推進本部 
地 震 調 査 委 員 会 
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補足 

○  2005 年１月１日に茨城県沖の深さ約 90km で M5.0 の地震が発生した。 

○  2005 年１月２日に長野県南部の深さ約５km で M4.2 の地震が発生した。 

○  2005 年１月６日に青森県東方沖の深さ約 60km で M5.3 の地震が発生した。 

○  2005 年１月９日に愛知県西部の深さ約 15km で M4.7 の地震が発生した。 

○  2005 年１月９日に新潟県中越地方の深さ約 10km で M4.2 の地震が発生した。 
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２００４年１２月の地震活動の評価についての補足説明 
平成 17 年１月 12 日 

地震調査委員会 

１ 主な地震活動について 
    2004年12月の日本およびその周辺域におけるマグニチュード（M）別の地震の発生状況は以下の

とおり。 

    M4.0以上およびM5.0以上の地震の発生は、それぞれ103回（11月は126回）および11回(11月は27

回)であった。また、M6.0以上の地震は２回で、2004年は12月までに21回発生している。 

（参考）1971-2000年の30年間の標準的な回数： 

M4.0以上の月回数46回、M5.0以上の月回数8回、M6.0以上の月回数1.3回、年回数約16回 

 

2003 年 12 月以降 2004 年 11 月末までの間、主な地震活動として評価文に取り上げたものは次の

ものがあった。 
－ 房総半島南東沖（プレートの三重会合点付近） 

 2004 年５月 30日 M6.7 

－ 岩手県沖    2004 年８月 10日 M5.8（深さ約 50km） 

－ 紀伊半島南東沖（東海道沖） 

 2004 年９月 ５日 M7.4 

－ 茨城県南部 2004 年 10 月６日 M5.7（深さ約 65km） 

－ 与那国島近海 2004 年 10 月 15 日 M6.6 

－ 新潟県中越地方（平成 16年(2004 年)新潟県中越地震） 

 2004 年 10 月 23 日 M6.8（深さ約 10km） 

－ 釧路沖     2004 年 11 月 29 日 M7.1（深さ約 50km） 

 

２ 各地方別の地震活動 
（１）北海道地方 

「12月 14 日に留萌支庁南部の深さ約 10 ㎞で M6.1 の地震が発生し、北海道で最大震度５強を観

測した。…（略）…これらの観測結果は、本震の発震機構と調和的である。」： 

これまでの最大の余震は 14 日の M4.8 の地震で、本震の西側で発生した。 

 

（２）東北地方 

「12 月１日に宮城県北部の深さ約 75km で M4.2 の地震が発生した。また、12 月 30 日には M5.0

の地震が発生した。発震機構は、いずれも太平洋プレートの沈み込む方向に圧力軸を持つ型で、

太平洋プレート内部の地震と考えられる。」： 

 これらの地震は、2003 年 5 月 26 日に宮城県沖で発生した地震（M7.1）の余震と考えられる。 

 

「12 月 29 日に宮城県沖の深さ約 40km で M5.5 の地震が発生した。発震機構は西北西－東南東方

向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレートと陸のプレートの境界で発生した地震である。」： 

 今回の地震は、宮城県沖地震の想定震源域内で発生した。なお、今回の地震の前後で、周囲の

地震活動に特段の変化は見られない。 

 

（３）関東・中部地方 
－東海地域の GPS 観測結果に 2001 年から認められた長期的な地殻変動の傾向には、2003 年９月

５日の紀伊半島南東沖の地震の前後で顕著な変化は見られない。 

（なお、これは、12月 27 日に開催された地震防災対策強化地域判定会委員打合会における見解

（参考参照）と同様である。） 

 

(参考)最近の東海地域とその周辺の地震･地殻活動(平成 16年 12 月 27 日気象庁地震火山部) 
 

「 現在のところ、東海地震に直ちに結びつくような変化は観測されていません。 

 

全般的には顕著な地震活動はありません。浜名湖直下で通常より活動レベルの

低い状態が続いていますが、その他の地域では概ね平常レベルです。 

 

9 月 5 日の東海道沖（紀伊半島南東沖）の地震Ｍ7.4 に伴い東海地域でも地殻

変動が広範囲に観測されましたが、主として、地震に伴うステップ状の変動と
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思われます。2001 年の初め頃から続いている地殻変動の傾向に地震の前後で顕

著な変化は見られません。 」 

 
（４）近畿・中国・四国地方 

－12 月２日から８日にかけて、兵庫県北部（鳥取県との県境付近）の深さ約 10km で M3.4 を最

大とする地震活動があった。 

－12 月 14 日から兵庫県南西部の深さ約 15km で微小地震活動が始まり、消長を繰り返しながら

活動は現在も継続している。これまでの最大の地震は 14 日の M3.2 である。 

 

（５）九州・沖縄地方 
－12 月 26 日から宮崎県南部平野部地方の深さ約 10km で小規模な地震活動が始まり、27 日にか

けて一時的に活発となったが、12 月中にはほぼ収まった。最大の地震は 26 日の M3.8 の地震

（最大震度３）であった。 

 

 

 参考１「地震活動の評価」において掲載する地震活動の目安   
      M6.0 以上のもの。または、M4.0 以上（海域では M5.0 以上）の地震で、かつ、最大震度

が３以上のもの。 
 

 参考２ 「地震活動の評価についての補足説明」の記述の目安  
    １ 「地震活動の評価」に記述された地震活動に係わる参考事項。  
    ２ 「主な地震活動」として記述された地震活動（一年程度以内）に関連する活動。  
    ３ 評価作業をしたものの、活動が顕著でなく、かつ、通常の活動の範囲内であることか  
      ら、「地震活動の評価」に記述しなかった活動の状況。   
 
 



気象庁・文部科学省 

 

2004 年 12 月の全国の地震活動（マグニチュード 4.0 以上） 

釧路沖で 12 月６日に M6.9

の地震があった。 

留萌支庁南部で 12 月 14 日

に M6.1 の地震があった。 

新潟県中越地方で 12 月 28

日に M5.0 の地震があった。 

  

 

 

[図中に日時分、マグニチュードを付した

地震は M5.0 以上の地震、または M4.0 以

上で最大震度５弱以上を観測した地震で

ある。また、上に表記した地震は M6.0 以

上、または M4.0 以上で最大震度５弱以上

を観測した地震である。] 

  

 



気象庁・文部科学省 

北海道地方 

ａ）12 月６日に釧路沖で M6.9（最大震度５強）の地震があった。 

ｂ）12 月 22 日に根室半島南東沖で M5.7（最大震度３）の地震があった。 

ｃ）12 月 14 日に留萌支庁南部で M6.1（最大震度５強）の地震があった。 

  14 日には M4.7 と M4.8、15 日には M4.8（いずれも最大震度３）の余震があった。 

 

［上述の地震はＭ6.0 以上、陸域でＭ4.0 以上かつ最大震度３以上、海域でＭ5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれかに該当する地震。］ 

ａ 

ｃ 

ｂ 



12 月６日釧路沖の地震 と 12 月 22 日根室半島南東沖の地震 
（11 月 29 日釧路沖の地震の余震） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2004 年 12 月６日 23 時 15 分に釧路
沖の深さ 46km で M6.9（最大震度５強）
の地震が発生した。また、12 月 22 日
00 時 34 分に根室半島南東沖の深さ
45km で M5.7（最大震度３）の地震が発
生した。 

これらの地震は 11 月 29 日に発生し
た釧路沖の地震（M7.1）の余震で、12
月６日の地震はその最大余震である。 

11 月 29 日の本震付近ではほとんど
余震の発生がなく、その周辺域で余震
が発生しており、おおむねプレートの
沈み込む方向に二列に分布している。 

 

震央分布図（2004 年 1 月～、Ｍ≧1.5） 

領域ａ 

12 月 22 日の地震

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影、Ｍ≧1.5） 

震央分布図（2004 年 11 月 29 日～、Ｍ≧2.0） 

領域ｂ内の断面図（Ａ－Ｂ投影、Ｍ≧2.0） 

領域ｂ 

領域ｂ内の地震回数積算図（Ｍ≧2.0） 

領域ｂ内の地震活動経過図（Ｍ≧2.0） 
 

発震機構（ＣＭＴ解） 

11 月 29 日の地震 12 月６日の地震 

12 月６日の地震 

12 月 22 日の地震 

12 月６日の地震 

12 月 22 日の地震 



気象庁作成 

 

震央分布図（1900 年～、M≧3.5） 

12 月 14 日 留萌支庁南部の地震 

今回の地震 

震央分布図（1997 年 10 月～、M≧1.5） 

今回の地震 領域ａ 

領域ｂ内の地震活動経過図（M≧3.5） 

領域ａ内の地震活動経過図（M≧1.5） 

2004 年 12 月 14 日 14 時 56 分に留萌支庁

南部の深さ９km で M6.1（最大震度５強）の

地震が発生した。また、同日 15 時 01 分に

M4.7、17 時 54 分に M4.8、15 日 02 時 29 分

に M4.8 の余震が発生した（いずれも最大震

度は３）。 

本震の発震機構は東南東－西北西方向に

圧力軸を持つ逆断層型であった。今回の地

震の南約 60km で 1995 年に発生した M5.9 の

地震も東西圧縮の逆断層型であり、この地

域の東西圧縮の応力場と調和的である。 

今回の地震の付近では、1910 年と 1918 年

に M5.3 と M5.8 の地震が発生し、小被害が

出ている。 

また、北海道内陸西部で発生したやや規

模の大きな地震は、歪み集中帯で比較的多

く発生しているようである。 

発震機構（P 波初動解） 

領域ａの拡大図 
（2004 年 12 時 14 日～、M≧1.5） 

今回の地震 

 
震度：５強

今回の地震 1995 年５月 23 日の地震 

領域ｂ 

※ 震央分布図に表記した歪み集中帯のデータは、「日本海東縁の活断
層と地震テクトニクス」（東京大学出版会,2002）を使用した。 

歪み集中帯 

















気象庁・文部科学省 

東北地方 

ａ）宮城県北部で 12 月１日に M4.2（最大震度３）、30 日に M5.0（最大震度４）

の地震があった。 

ｂ）12 月 29 日に宮城県沖で M5.5（最大震度３）の地震があった。 

 

なお、期間外であるが 2005 年１月６日に青森県東方沖で M5.3（最大震度３）の地震

があった。 

 

［上述の地震はＭ6.0 以上、陸域でＭ4.0 以上かつ最大震度３以上、海域でＭ5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれかに該当する地震。］ 

ｂ 

ａ 



気象庁作成 

 

震央分布図（2003 年５月以降、M≧3.0） 
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12 月１日、30 日 宮城県北部の地震 
（2003 年５月 26 日 宮城県沖の地震の余震活動） 

震央分布図（2004 年以降、M≧1.0） 

今回の地震 

領域ａ 

領域ｂ内の地震回数積算図 

領域ａ内の地震活動経過図 

領域ａ内の地震回数積算図 

2004 年 12 月１日 10 時 32 分と 30日 22 時 29

分に宮城県北部の深さ 75km と 73km で M4.2（最

大震度３）と M5.0（最大震度４）の地震が発生

した。これらの地震は、2003 年５月 26日の宮城

県沖の地震（M7.1、最大震度６弱）の余震と考え

られる。この M7.1 の地震の余震活動で、M5.0 以

上の地震が発生したのは初めてである。 

30 日の地震の発震機構は、M7.1 の本震のそれ

とはやや異なるが、余震域の北部の余震には今回

と類似した地震が発生している。 

余震活動の推移を見ると、2004 年 11 月 19 日

のM4.5の地震前後でM2.0以上の活動に若干変化

が見られる。ただし、長期的には余震活動に大き

な変化は見られない。 

領域ｂ内の地震活動経過図 領域ｂ 

2003 年５月 26 日 

宮城県沖の地震の

発震機構 

（ＣＭＴ解） 

今回の地震 

2004/01 2004/07 2004/12 

M1.0 以上（左目盛） 

M2.0 以上（右目盛） 

11 月 19 日の地震 

今回の地震の 

発震機構 

（ＣＭＴ解） 

宮城県 

岩手県 



気象庁作成 

 

震央分布図（1923 年８月以降、M≧5.5） 

12 月 29 日 宮城県沖の地震 

今回の地震 

震央分布図（2003 年以降、M≧2.0） 

今回の地震 

領域ｃ 

領域ａ 

領域ｃ内の地震回数積算図 

領域ｂ内の地震活動経過図 

領域ａの断面図（Ａ－Ｂ方向） 

2004 年 12 月 29 日 22 時 58 分に宮城県沖の

深さ 39km で M5.5（最大震度３）の地震が発生

した。発震機構は西北西－東南東方向に圧力

軸を持つ逆断層型で、太平洋プレートと陸の

プレートの境界の地震である。余震活動は

M2.0 未満が数回観測された程度で低調であ

る。 

今回の地震は地震調査委員会による宮城県

沖地震の想定震源域内で発生した。想定震源

域付近（領域ｃ）における M5.5 以上の地震活

動の推移を見ると、1978 年宮城県沖地震の前

後に比較して、1980 年代後半以降は低調にな

っている。 

Ａ 

Ｂ 

領域ｂ 

領域ｃ内の地震活動経過図 

宮城県沖地震の想定震源域 

 （地震調査委員会による） 

今回の地震の発震機構

（ＣＭＴ解） 



気象庁作成 

 
宮城県沖地震の震源域付近の地震活動 

震央分布図（M≧5.0） 

1978 年宮城県沖地震の前 10 年間 

 （1968 年１月１日～1978 年６月 12 日まで） 

一元化以降 

 （1997 年 10 月１日～2004 年 12 月 31 日まで） 

宮城県沖地震の想定震源域 

    （地震調査委員会による） 

1978 年宮城県沖地震の発生前約 10年間の

M5.0 以上の地震活動と、一元化以降の M5.0 

以上の活動を比較した。 

1978 年宮城県沖地震発生前の活動（○）は

震源域付近の活動が比較的活発であったよ

うに見える。 

一方、最近の活動（△）をみると、12月

29 日の地震（M5.5）は上記と同じ宮城県沖地

震の震源域付近で発生したが、全体的には震

源域付近の地震は少なく、外側の周辺部（震

源域の東側や福島県沖など）に地震が多い。 

 

想定震源域付近の M5.0 以上、M5.5 以上お

よび M6.0 以上の活動推移を見ると、いずれ

も 1978 年の地震の後、1980 年代以降の地震

の数が少なくなっている。1936 年の地震の後

も 1940 年から 1960年代にかけてやや少ない

傾向が見えるが明瞭ではない。 

1978 年の地震の前の活動には特段の変化

は見えない。 

M5.0 以上 

1978 年宮城県沖地震 

1978 年宮城県沖地震 

1936 年の宮城県沖地震 

1936 年の宮城県沖地震 

震央分布図（1923 年８月以降、M≧5.0） 

矩形内の地震活動経過図 

矩形内の地震回数積算図 

1936 年の宮城県沖地震 1978 年宮城県沖地震 

M5.5 以上 

M6.0 以上 



気象庁作成 

 

震央分布図（1923 年８月以降、M≧4.5） 

１月６日 青森県東方沖の地震 

今回の地震 

震央分布図（2002 年以降、M≧2.0） 

今回の地震 

領域ｃ 

領域ａ 

領域ｃ内の地震回数積算図 

領域ｂ内の地震活動経過図 

2005年１月６日22時00分に青森県東方

沖の深さ 61km で M5.3（最大震度３）の地

震が発生した。発震機構は西北西－東南東

に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレー

トと陸のプレートの境界で発生した地震

と考えられる。今回の地震の付近では、12

月 1 日、６日、および 13日にもそれぞれ

M4.4、M4.6、M4.2 の地震が発生している。 

今回の地震活動は、活発なクラスタ状の

地震活動域内（領域ｃ）で発生しており、

過去には M6 前後の地震が数多く発生して

いる。この活動域は地震調査委員会によっ

て評価された三陸沖北部のプレート間地

震（M8.0 前後）の想定震源域の北端に隣接

している。 

領域ａ内の断面図 

領域ｂ 

今回の地震の発震機構

（Ｐ波初動解） 
1968 年十勝沖地震 

三陸沖北部のプレート間
地震の想定震源域 

（地震調査委員会による）



気象庁・文部科学省 

関東・中部地方 

ａ）平成 16 年（2004 年）新潟県中越地震の余震活動は減衰しながら続いている。

12 月 23 日に M4.5（最大震度４）、25 日に M4.4（最大震度３）、28 日に M5.0（最

大震度５弱、12 月中の最大の余震）の地震があった。   

 

   なお、期間外であるが、2005 年１月１日に茨城県沖で M5.0（最大震度４）、１月２日に

長野県南部で M4.2（最大震度３）、１月９日に愛知県西部で M4.7（最大震度４）と新潟県

中越地方で M4.2（最大震度４）の地震があった。 

［上述の地震はＭ6.0 以上、陸域でＭ4.0 以上かつ最大震度３以上、海域でＭ5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれかに該当する地震。］ 

ａ 



気象庁作成 

 平成 16 年（2004 年）新潟県中越地震の余震活動 

震央分布図（2004 年 10 月 23 日 09 時～、M≧3.0） 

本震（最大震度７） 

地震回数積算図（M≧3.0） 

時空間分布図（Ａ－Ｂ投影） 

地震活動経過図（M≧3.0） 

最大余震 
（最大震度６強）

（最大震度６強）

（最大震度５強） 

（震度６弱）

周辺図 

本震 

最大余震 

新潟県 

福島県 

群馬県 

栃木県 

長野県 

山形県 
佐渡島 

（最大震度６弱）

本震（M6.8） 

（最大震度５強）

平成 16 年（2004 年）新潟県中越地震（M6.8、
最大震度７、10 月 23 日 17 時 56 分）の余震活動
は、12 月下旬にやや活発化した。12 月 28 日 18
時 30 分には、M5.0（最大震度５弱）の余震が発
生しており、M5.0以上の余震は11月 10日の M5.3
（最大震度５弱）以来である。発震機構は本震と
ほぼ同じ北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断層
型である。 
また、今年（2005 年）１月９日に、M4.2（最大

震度４）の余震が発生している。 

（最大震度５弱） 

12 月 28 日（M5.0）

C 

断面図（Ｂ－Ｃ投影、DD 法により再決定した震源） 

本震 

今回の地震 

最大余震 

最大余震（M6.5）

（最大震度４）



気象庁作成 

 １月１日 茨城県沖の地震 

震央分布図（2004 年１月～、M≧1.0） 

今回の地震（最大震度４）

領域ｃ内の地震活動経過図（M≧5.0） 

領域ｂ内の地震活動経過図 

（2004 年 12 月 30 日～ 

M すべて） 

今回の地震 

2005 年１月１日 05時 13 分に茨城県沖の深
さ 89 km で M5.0（最大震度４）の地震が発生
した。発震機構は太平洋プレートの沈み込む方
向に張力軸を持つ型（downdip extention）で、
太平洋プレート内部の二重地震面の下面で発
生した地震である。M1.0 を超える余震は発生
していない。今回の震源付近の活動は、1980
年代中頃からやや低調である。 
なお、2004 年 12 月９日に茨城県沖の太平洋

プレートと陸のプレートの境界で M4.2（最大
震度３）の地震が発生した。 
 

領域ｃ内の地震回数積算図（M≧5.0） 

震央分布図（1923 年８月～、M≧5.0、60 km≦深さ≦120 km） 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

領域ａ 

領域ｂ 

領域ｃ 

今回の地震 

発震機構（Ｐ波初動解） 

今回の地震（M5.0） 12 月９日（M4.2） 
4.2 



気象庁作成 

 
１月２日 長野県南部の地震 

震央分布図（2003 年１月～、M≧0.5） 

今回の地震（最大震度３）

領域ｂ内の時空間分布図 

領域ａ内の地震活動経過図 

（2005 年１月～、Mすべて） 

今回の地震 

2005 年１月２日 01時 30 分に長野県南部の深さ６ 
km で M4.2（最大震度３）の地震が発生した。発震機構
は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、こ
の付近ではよくみられるものである。余震活動は、１
日間程度でほぼ収まった。 

今回の地震付近では、1984 年に長野県西部地震
（M6.8）が発生しており、現在は定常的な活動がみら
れる。最近では、2003 年４～７月に M４程度の地震が
一時活発となり、その際の余震活動はそれぞれ 10日間
程度で収まった。 

領域ｂ内の地震回数積算図 

震央分布図（1978 年１月～、M≧3.0） 

領域ｂ 

今回の地震 

発震機構（Ｐ波初動解） 

今回の地震   1984 年（M6.8） 

周辺図 

領域ｂ内の地震活動経過図 

領域ａ 

御嶽山 



気象庁作成 

 

震央分布図（1923 年８月以降、M≧4.0） 

１月９日 愛知県西部の地震 

今回の地震 

震央分布図（2000 年以降、M≧1.0） 

今回の地震 

領域ｂ 

領域ａ 

領域ｂ内の地震回数積算図 

領域ａ内の地震活動経過図 

領域ａ内の地震回数積算図 

2005 年１月９日 18時 59 分に愛知県西部の

深さ 13km で M4.7（最大震度４）の地震が発生

した。今回の地震付近の愛知・岐阜県境には

地震活動域があり、今回の活動はその南端付

近で発生した。この地震の後、M3.0 未満の小

規模な余震活動が続いている。 

1923 年８月以降の活動によると、今回の地

震付近（領域ｂ）では、今回とほぼ同じ規模

の浅い地震が 1994 年 11 月 20 日（M4.6）に発

生しているが、M5.0 以上の地震は発生してい

ない。フィリピン海プレートの地震も含める

と、1925 年７月７日の M5.6 が最大である。 

また、今回の地震の付近には、岐阜－一宮

断層帯の存在が指摘されてきたが、地震調査

委員会によってこの断層帯は活断層ではない

と評価されている。 

１月９日 18 時～、Ｍすべて 

：岐阜－一宮断層帯の概略位置 

（地震調査委員会による） 
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●---[F2:最終解] ○---[R2:速報解] 国土地理院







気象庁・文部科学省 

近畿・中国・四国地方 

［上述の地震はＭ6.0 以上、陸域でＭ4.0 以上かつ最大震度３以上、海域でＭ5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれかに該当する地震。］ 

ａ）12 月１日に京都府南部で M4.0（最大震度３）の地震があった。 

 

 

 

ａ 



気象庁作成 

 

震央分布図（1923 年８月以降、M≧3.9） 

12 月１日 京都府南部の地震 

今回の地震 

震央分布図（1997 年 10 月以降、M≧1.0） 

今回の地震 

領域ｂ 

領域ａ 

領域ｂ内の地震活動経過図 

領域ａ内の地震活動経過図 

2004 年 12 月１日 23 時 30 分に京都府南部

の深さ 13km で M4.0（最大震度３）の地震が

発生した。発震機構は東西方向に圧力軸を持

つ逆断層型で、圧力軸の方向はこの付近の地

震によく見られる。余震活動は活発な状態が

半日程度続いたが、その後は減衰し 10 日程度

でほぼ収まった。今回の地震の付近には、ク

ラスタ状の地震活動域（領域ａ）があり、2000

年５月21日にもM3.9の地震が発生している。 

1923 年８月以降の活動を見ると、この付近

（領域ｂ）では、1968 年８月 27 日の M4.9 の

地震が最大である。 

今回の地震は花折断層帯の南部付近で発生

した。断層帯の北部・中部を構成する花折断

層は右横ずれであるが、南部には逆断層があ

り、今回の地震はそれと調和的である。 

 

：花折断層帯の地上トレース 

（地震調査委員会による） 

2000年５月 21日の地震の 

発震機構（Ｐ波初動解） 

12 月 1 日以降、Mすべて 

今回の地震の 

発震機構 

（Ｐ波初動解） 

発震機構分布図（Ｐ波初動解、深さ 30km 以浅） 



兵庫県北部の地震活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

領域 a

領域ａの拡大図 

今回の地震 

震央分布図 

（1997 年 10 月以降、深さ 20km 以浅、M≧0.5）

領域ａ内の地震活動経過図 

（2004 年 12 月、深さ 20km 以浅、 

M≧0.5） 領域ａ内の発震機構分布図 

（1997 年 10 月以降、深さ 20km 以浅、P軸表示）

領域ａ内の地震活動経過図 

（1997 年 10 月以降、深さ 20km 以浅、M≧0.5）

今回の地震の発震機構 

 12 月 2日から翌 3日にかけ兵庫県北部（領域ａ）
で微小地震活動が活発化した。最大のものは 12 月
3 日 06 時 11 分の M3.4（最大震度 2）の地震であ
った。この地震の発震機構は北西－南東方向に圧
力軸を持つ横ずれ断層型であった。 
なお、今回の活動で震度 1 以上を観測した地震

は 5 回であった。 
 1997 年 10 月以降、この付近（領域ａ）では 2000
年 12 月から約 1 年間活発な地震活動があり、M4.5
以上の地震を 4 回観測しており、最大のものは
2001 年 1 月 12 日の M 5.6（最大震度 4）の地震で
あった。 

領域ａ内の地震活動経過図 

（2004 年 12 月、深さ 20km 以浅、

M≧0.5） 

JMA104A
大阪管区気象台作成



気象庁作成 

 

震央分布図（1923 年８月以降、M≧4.0） 

兵庫県南西部の地震活動 

今回の地震活動の位置 

震央分布図（1997 年 10 月以降、M≧1.0） 

今回の活動の最大地震 

領域ｂ 

領域ａ 

上図の地震回数積算図 

領域ａ内の地震活動経過図 

領域ｂ内の地震活動経過図 

2004年12月14日頃から兵庫県南西部の

深さ 15km 付近で地震活動が発生した。活

動は１月に入って減衰傾向を示している

が、１月 10 日現在も続いている。活動が

始まってから１月 10 日までに 300 回を越

える地震が観測されたが、地震の規模は小

さく、最大は 12 月 14 日 23 時 07 分の M3.2

（最大震度１）の地震である。最大地震の

発震機構は西北西－東南東に圧力軸を持

つ逆断層型で、山崎断層やその付近で発生

している左横ずれ断層とは異なる。位置的

にも今回の地震活動は山崎断層帯から 15

～20km 程度南に外れている。 

1923 年８月以降の活動を見ると、今回の

地震活動の付近では、1979 年 12 月 28 日に

M5.0 の地震が発生している。周辺では山崎

断層帯付近で M5.9（1961 年５月７日）と

M5.6（1984 年５月 30 日）の地震が発生し

ている。 

12 月１日～、Ｍすべて 

：山崎断層帯の地上トレース 

（地震調査委員会による） 

最大の地震の

発震機構 

（Ｐ波初動解）



気象庁・文部科学省 

九州地方 

［上述の地震はＭ6.0 以上、陸域でＭ4.0 以上かつ最大震度３以上、海域でＭ5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれかに該当する地震。］ 

ａ）鹿児島県西方沖で 12 月 12 日に M5.1（最大震度３）、14 日に M5.3（最大震

度３）の地震があった。 

 

ａ 



気象庁作成 

 

震央分布図（1923 年８月以降、M≧4.0） 

鹿児島県西方沖の地震活動 

今回の地震 

震央分布図（2000 年以降、M≧1.0） 

領域ｃ 

領域ａ 

領域ｃ内の地震活動経過図 

領域ａ内の 

地震活動経過図 

領域ａ内の地震回数積算図 

2004 年 12 月 12 日から鹿児島県西方沖で活

発な地震活動が始まり、12 日 14 時 28 分には

深さ 15km で M5.1（最大震度３）、14 日 02 時

27 分には深さ 19km で M5.3（最大震度３）の地

震が発生した。発震機構は 12日と 14 日の地震

とも北西－南東方向に張力軸を持つ型で、この

付近によく見られる型である。12日の地震は

横ずれ断層型で、14 日の地震は正断層型であ

った。 

今回の地震の付近には、東西に伸びる定常的

な地震活動域（領域ａ）があるが、今回の活動

はその活動域の南側に隣接した領域（領域ｂ）

で発生した。地震活動は非常に活発で、12月

末までに約 1000 個の地震が観測された。活動

は 12月末以降収まりつつある。 

今回の地震が発生した付近（領域ｃ）では

1928 年６月３日（M6.6）と 1953 年 10 月 28 日

（M6.0）に M6.0 以上の地震が発生している。 

12 月 10 日～、Ｍすべて 

今回の地震 

今回の地震の発震機構 

（ＣＭＴ解） 

領域ｂ内の地震活動経過図 

領域ｂ 

発震機構分布図 

（下半球投影、Ｔ軸表示） 



気象庁・文部科学省 

 

沖縄地方 

特に目立った活動はなかった。 

［上述の地震はＭ6.0 以上、陸域でＭ4.0 以上かつ最大震度３以上、海域でＭ5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれかに該当する地震。］ 



気象庁作成 

 

震央分布図（1923 年８月以降、M≧3.8） 

12 月 26 日 宮崎県南部平野部地方の地震 

震央分布図（1997 年 10 月以降、M≧1.0） 

今回の地震 

領域ｃ 

領域ａ 

領域ｃ内の地震活動経過図 

領域ａ内の地震回数積算図 

2004年 12月 26日 21時 09分に宮崎県南

部平野部地方の深さ 12km で M3.8（最大震

度３）の地震が発生した。この地震の後、

やや活発な地震活動を伴ったが、ほぼ１日

で収まった。今回の地震の付近（領域ａ）

には、浅い地震の活動域があり、この付近

の活動は 2003 年の初めから活発になって

いる。 

1923 年８月以降の活動を見ると、今回の

地震の付近（領域ｃ）では、1994 年９月７

日の M5.3 の地震が最大である。 

領域ａ内の地震活動経過図 領域ｂ 

領域ｂ内の地震活動経過図 

（12 月 26 日以降、Mすべて） 

今回の地震および余震の 

発震機構（Ｐ波初動解） 

（参考解） 

2003 年 11 月 25 日の 

地震の発震機構 

（Ｐ波初動解） 






